
１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

社会的事象の地理的な見方と考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して広い
視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形
成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

1．世界の生活文化の多様性や、防災、地域や地球的課題への取組などを理解する。
2．地図やGIS（地理情報システム）を用い､地理的な情報を調べまとめる技能を身に付ける。
3．地理的な事象を多面的・多角的に考察する力、地理的な課題の解決に向けて構想する力、考察、
構想したことを説明しできる力と議論したりする力を養い、地理的な課題を主体的に解決しようと
する態度を育成する。

２単位 年次 １年地理総合

新地理総合（帝国書院）

地理歴史 科目 単位数

使用教科書

教科

副教材等

定期考査・小テスト
（事実的な知識の習得を問う設
問，知識の概念的な理解を問う
設問なによる「知識・技能」面
での学習到達度を評価する。）

・中学校「社会科」の内容と、これまでの学習を踏まえ、多面的・多角的に現実を見据えた社会づくりを構想する。
・習得した地理的知識や技能をもって、今後の発展的な学習に活用する。
・地理情報化という作業的を通じ、地理に関する諸資料の収集、選択、分析、処理を行う。
・各地域の生活文化の網羅と羅列に留まらず、主題と事例とする地域を適切に組み合わせた学習を行う。
・自他の文化を尊重し、国際理解の重要性を学ぶ。
・地球的課題はSDGsの17の目標とも関連付けて学習を行う。
・世界各地の自然災害を踏まえ、喫緊の課題である自然環境や防災に関する学習を行う。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

最新地理図表ＧＥＯ（第一学習社）
データーブック・オブ・ザ・ワールド　2026（山川出版社）
新詳高等地図（帝国書院）
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点
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旨
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方
法

学習の過程を通した知識及び技
能の習得状況について評価を行
うとともに、それらを既有の知
識及び技能と関連付けたり活用
したりする中で、他の学習や生
活の場面でも活用できる程度に
概念等を理解と技能を習得して
いるかについて評価する。

各教科等の知識及び技能を活用
して課題を解決する等のために
必要な思考力、判断力、表現力
等を身に付けているかを評価す
る。

知識及び技能を獲得し、思
考力や判断力、表現力等な
どといったものを身に付け
ることに向けた粘り強い取
り組みの姿勢と、その取り
組みを行うことで、自らの
学習を調整しようとする面
を評価する。

定期考査・小テストだけだなく、レ
ポートの作成、発表、グループで
の話し合い、作品の制作や表現
などを集めたものを用いて「思考・
判断・表現」面での学習達度を評
価する。

ノートやレポート等の出来
栄え、教師による行動観察
や生徒自らが表現した成果
物といったものを用いて、
生徒自身の「主体性」を総
合的に評価する。



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。
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第1部：地図でとらえる現代世界
第1章：地図と地理情報システム
　1.地球上の位置と時差
　2.地図の役割と種類

第2章：結び付きを深める現代世界
　1.現代世界の国家と領域
　2.グローバル化する世界

第2部：国際理解と国際協力
第1章：文化の多様性と国際理解
　（生活文化の多様性）
　1.世界の地形と人々の生活
　2.世界の気候と人々の生活

　3.世界の言語・宗教と人々の生活

　4.歴史的背景と人々の生活
　5.世界の産業と人々の生活

第2章：地球的課題と国際理解
　1．複雑に絡み合う地球的課題
　2．地球環境問題
　3．資源・エネルギー問題
　4．人口問題
　5．食糧問題
　6．都市・居住問題

第3部：持続可能な地域づくりと私たち
第1章：自然環境と防災
　1．日本の自然環境
　2．地震・津波と防災
　3．火山災害と防災
　4．気象災害と防災
　5．自然災害への備え

第2章：生活圏の調査と地域の展望
　1．生活圏の調査と地域の展望

期 単元

4b:歴史的背景をふまえて、多様な生活文化をもつ人々の
生活やその変化の要因などを多面的・多角的に考察して
いる。
5ａ：産業がそこに住む人々に影響を与え、多様であること
を理解している。

1～6c:これまでの学習を振り返り，多様な習慣や価値観
をもつ人々と国内外で共存するために必要なことについて
自分の考えをもとうとしている。

1～5a：ハザードマップから想定される自然災害と
その危険度の高い地域を読み取っている。
1～5b:これまでの学習で得た知識を関連付け、多
面的・多角的に考察し仮説を設定している。
1a：新旧地形図の読図や、文献資料の読み取って
必要な情報を収集して適切にまとめている。

1b:生活圏の自然及び社会的条件との関わり，持続
可能な地域づくりなどに着目して，多面的・多角
的に考察し、表現している。
1c：学んだことを実生活に適用し、これからの学
習に意欲的に取り組もうとしている。

主な評価規準

1a,2a：現代世界の地域構成を示した様々な地図の
読図などをもとに、方位や時差について理解して
いる。
2b:現代世界の地域構成について、位置や範囲など
に着目して、多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
2c:地図やＧＩＳと現代世界について、よりよい社
会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に
追究しようとしている。

1a,2a：日本の位置と領域国内や国家間の結び付き
などについて理解している。
1c,2c：今後の学習で地図やＧＩＳを意欲的に活用
しようとしている。

1a、2a：世界の自然環境（地形や気候など）につ
いて理解している。
1b、2b：自然・社会環境に着目して、生活の多様
性や変容の要因などを多面的・多角的に考察して
いる。

3a：主な宗教や言語のおおよその分布とその歴史
的背景について理解している。
3c：世界の人々が共存するために必要なことにつ
いて予想したり課題を見いだそうとしている。



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

各教科等の知識及び技能

を活用して課題を解決する

等のために必要な思考力，

判断力，表現力等を身に

付けているかを評価する。

知識及び技能を獲得したり，思考

力，判断力，表現力等を身に付けた

りすることに向けた粘り強い取組を

行おうとしている面と、その粘り強い

取組を行う中で自らの学習を調整し

ようとする面を評価する。よりよい社

会の実現を視野にそこで見られる課

題を主体的に追究しようとしている。

ペーパーテストの記述・論

述だけだなく、レポートの作

成，発表，グループでの話

し合いなどの多様な活動を

集めたものを評価する。

ノートやレポート等における記述，授

業中の発言，教師による行動観察

や生徒による自己評価や相互評価

等の状況を評価する。

使用教科書

教科

副教材等

ペーパーテスト（事実的な知識

の習得を問う問題，知識の概念

的な理解を問う問題など）

・地理総合での学習を踏まえ，習得した地理的技能や知識を以後の学習に活用し，多面的・多角的に現

実を見据えた社会づくりを具体的に構想する。

・地理情報の収集，選択，処理，諸資料の地理情報化や地図化などの作業的で具体的な学習をする。

・各地域の生活文化の網羅・羅列ではなく、主題と事例地域とを適切に組み合わせた学習をする。

・自他の文化を尊重して国際理解を図ることの重要性を学びつつ，地球的課題はSDGsの17の目標とも

関連付けて学習する。

• 資料に基づいて将来の地域のあるべき姿を議論してまとめたり、その結果を表現する。

・社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視

野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成

者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

・世界の空間的な諸事象の規則性，傾向性や，世界の諸地域の地域的特色や課題などを理解する。

・系統地理的，地誌的に，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向

けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養

う。

・よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に探究しようとする態度を養う。

・我が国が抱える地理的な諸課題の解決の方向性や将来の国土の在り方などを構想することの重要性

や，探究する手法などについて理解する。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

最新地理図表　GEO（第一学習社）、　　データブック・オブ・ザ・ワールド2024（二宮書店）

新詳高等地図（帝国書院）
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方

法

学習の過程を通した知識及び

技能の習得状況について評価

を行うとともに，それらを既有の

知識及び技能と関連付けたり活

用したりする中で，他の学習や

生活の場面でも活用できる程度

に概念等を理解したり，技能を

習得したりしているかについても

評価する。

３単位 年次 ３年地理探究

新詳地理探究（帝国書院）

地理歴史 科目 単位数



４　学習活動

6ａ：世界を幾つかの地域 に区分する方法や地域の概念，

地域区分の意義などについて理解する。

5b:地域の共通点や差異，分布などに着目して，主題を設

定し，地域の捉え方などを多面的・多角的に考察し，表現

する。

6ａ：諸地域に見られる地域的特 色や地球的課題などにつ

いて理解する。

6b:地域の結び付き，構造や変容などに着目して，主

題を設定し，地域的特色や地球的課題などを多面的・多

角的に考察し，表現する。

5c,6c:これまでの学習を振り返り，多様な習慣や価値観を

もつ人々と国内外で共存するために必要なことについて

自分の考えをもとうとしている。

主な評価規準

1ａ：地形，気候，生態系などに関わる諸事象の空間的な

規則性，傾向性や，地球環境問題の現状や要因，解決に

向けた取組などについて理解する。

2ａ:資源・エネルギーや農業，工業などに関わる諸事象の

空間的な規則性，傾向性や，資源・エネルギー，食料問

題の現状や要因，解決に向けた取組などについて理解す

る。

1b,2b:場所の特徴や自然及び社会的条件，さらには場所

の特徴や場所の結び付きなどに着目して，それらの事象

の空間的な規則性，傾向性や，関連する地球的課題の要

因や動向などを多面的・多角的に考察し，表現する。

1c,2c：今後の学習で自然環境や資源と産業で学んだこと

を，よりよい社会の実現を視野に，そこで見られる課題を

主体的に追究しようとしてい る。

3ａ：交通・通信網と物流や人の移動に関する運輸，観光な

どに関わる諸事象の空間的な規則性，傾向性や，交通・

通信，観光に関わる問題の現状や要因，解決に向けた取

組などについて理解する。

4ａ： 人口，都市・村落などに関わる諸事象の空間的な規

則性， 傾向性や，人口，居住・都市問題の現状や要因，

解決に向けた取組などについて 理解する。

3b,4b：場所の特徴や場所の結び付きなどに着目して，主

題を設定し，それらの事象 の空間的な規則性，傾向性

や，関連する地球的課題の要因や動向などを多面的・ 多

角的に考察し，表現する。

3c,4c:学んだことを実生活に適用しようとしたり，これからの

学習に意欲的に取り組もうとしたりしている。
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　1.自然環境

　　　(1)地形

　　　(2)気候

　　　(3)日本の自然環境

　　　(4)地球環境問題

　2.資源と産業

　　　(1)農林水産業

　　　(2)食料問題

　　　(3)エネルギー・鉱工業

　　　(4)資源・エネルギー問題

　　　(5)工業

　　　(6)第３次産業

　3.交通・通信と観光、貿易

　　　(1)交通・通信

　　　(2)観光

　　　(3)貿易と経済圏

　4.人口、村落・都市

　　　(1)人口

　　　(2)人口問題

　　　(3)村落と都市

　　　(4)都市・居住問題

　5.現代世界の地域区分

　6.現代世界の諸地域

　　　(1)中国、韓国、ASEAN諸国、インド

　　　(2)西アジアと中央アジア、アフリカ

　　　(3)EU諸国

　　　(4)ロシア

　　　(5)アメリカ合衆国、ラテンアメリカ

　　　(6)オーストラリアとニュージーランド



※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

7ａ：生活文化，民族・宗教などに関わる諸事象の空間的な

規 則性，傾向性や，民族，領土問題の現状や要因，解決

に向けた取組などについて 理解する

8ａ：我が国が抱える地理 的な諸課題の解決の方向性や将

来の国土の在り方などを構想することの重要性 や，探究

する手法などについて理解する。

8b:地域の結び付き，構造や変容，持続可能な社会づくり

などに着目して，主題を設定し，我が国が抱える地 理的

な諸課題の解決の方向性や将来の国土の在り方などを多

面的・多角的に探 究し，表現する。

7c,8c:世界の人々が共存するために必要なことについて，

予想したり課題を見いだそうとしたりしている。

後

期
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こ

れ

か

ら

の

日

本

の

国

土

像

　7.生活文化、民族・宗教

　　　(1)衣食住

　　　(2)民族・宗教と民族問題

　　　(3)国家の領域と領土問題

　8.持続可能な国土像の探究

　　　(1)将来の国土の在り方

　　　(2)持続可能な日本の国土像の探

究



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

４　学習活動

期

前

期

中

間

内容（項目） 主な評価規準単元

1. 歴史と私たち

2. 歴史の特質と資料

A

 

歴

史

の

扉

1a：私たちの生活や身近で起こる諸事象が、日本や世界の歴史とつながっていることを
理解している。b：近代化、国際秩序の変化や大衆化、グローバル化などの歴史の変化
と関わらせて、日本や日本周辺の地域および世界の歴史との関連性について考察し、表

現している。c：身近な題材に対して自身で「問い」を立て、歴史との関連を追究しよ
うとしている。

2a：資料の種類・特性や作成の時期・場所・主体・目的・脈絡等をふまえた批判的な読
みとりと吟味が重要であることを理解している。b：複数の資料の関係や異同に着目し
て、資料から読みとった情報の意味や意義、特色などを整理し、表現している。c：資
料から読みとったことを生徒相互に発表したり、対話したりするなどして、資料にもと

づいた考察をしようとしている。

副教材等

・現代的な諸課題の形成とその解決の視点から近現代の歴史を考察する学習を行う。

・近現代の歴史を、近代化、大衆化、グローバル化という3つの視点からとらえ、それぞれがまとまりをもつよう

に授業を展開する。

・資料を活用し考察する学習活動を行い、「問い」を中心に構成した授業を展開する。

・歴史的な見方・考え方（社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり、事象

同士を因果関係などで関連付けたりすること）に基づく学習活動を行う。

 社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に立

ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民として

の資質・能力を育成することをめざす。

２単位

観点

年次 １年歴史総合

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考える』（山川出版社）

地理歴史科 科目 単位数

使用教科書

教科

なし

提出物、個人・ペア・グループ

による意見交換および発表、パ

フォーマンス課題などから総合

的に評価する。

観

点

の

趣

旨

a：知識・技能 b：思考・判断・表現 c：主体的に取り組む態度

評

価

方

法

近現代の歴史の変化に関わる諸事象

について、よりよい社会の実現を視

野に課題を主体的に追究、解決しよ

うとする態度を養うとともに、多面

的・多角的な考察や深い理解を通し

て涵養される日本国民としての自

覚、我が国の歴史に対する愛情、他

国や他国の文化を尊重することの大

切さについての自覚などを深める。

知識：近現代の歴史の変化

に関わる諸事象について、

世界とそのなかの日本を広

く相互的な視野から捉え、

現代的な諸課題の形成に関

わる近現代の歴史を理解す

る。

技能：諸資料から歴史に関

する様々な情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能

を身につけるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意

味や意義、特色などを、時期や年代、

推移、比較、相互の関連や現在とのつ

ながりなどに着目して、概念などを活

用して多面的・多角的に考察したり、

歴史に見られる課題を把握し解決を視

野に入れて構想したりする力や、考

察、構想したことを効果的に説明した

り、それらを基に議論したりする力を

養う。

定期考査や小テストにお

ける知識・技能問題をも

とに評価する。

定期考査や小テストにおける資料読

み取りなどの思考・判断・表現問題

や、パフォーマンス課題などから総

合的に評価する。



※ 表中の観点について a：知識・技能, b：思考・判断・表現,c：主体的に取り組む態度 である。

前

期

中

間

前

期

期

末

後

期

中

間

後

期

期

末

1a：地図や統計、絵画、文書など様々な資料から、情報を読みとったりまとめたりする
技能を身につけている。b：国際秩序の変化や大衆化に伴う社会の変容について考察
し、問いを表現している。

2a ：総力戦と第一次世界大戦後の国際協調体制、大衆社会の形成と社会運動の広がり
について理解している。b：第一次世界大戦の性格と惨禍、日本とアジア及び太平洋地
域の関係や国際協調体制の特徴について、第一次世界大戦後の社会の変容と社会運動と

の関連について考察し、問いを表現している。

3a：世界恐慌後の国際協調体制の動揺、第二次世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会
への復帰について理解している。b：各国の世界恐慌への対応の特徴、国際協調体制の
動揺の要因、第二次世界大戦の性格と惨禍、第二次世界大戦下の社会状況や人々の生

活、日本に対する占領政策と国際情勢との関係について考察し、問いを表現している。

4a：現代的な諸の形成に関わる国際秩序の変化や大衆化の歴史を理解している。b：国
際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題について考察し、問いを表現している。

1-4c：大衆化にともなう生活や社会の変化について、自身が抱いた興味・関心や疑問、
追究してみたいことなどを見出して、見通しをもって学習に取り組もうとしている。

1a：資料から情報を読み取ったりまとめたりする技能が身についている。b：グローバ

ル化に伴う生活や社会の変容について考察し、問いを表現している。

2a：第二次世界大戦後の国際政治の変容、世界経済の拡大と経済成長下の日本の社会に

ついて理解している。b：第二次世界大戦後の地域紛争と冷戦の関係、第三世界の国々

の経済政策の特徴、欧米やソ連の政策転換の要因、冷戦下の世界経済や地域連携の特

徴、経済成長による生活や社会の変容について考察し、問いを表現している。

3a：石油危機後の市場経済の変容と課題、冷戦終結後の国際政治の変容と課題について

理解している。b：市場経済のグローバル化の特徴と日本の役割、冷戦終結後の国際政

治の特徴と日本の役割について考察し、問いを表現している。

1-3c：大衆化にともなう生活や社会の変化について、自身が抱いた興味・関心や疑問、

追究してみたいことなどを見出して、見通しをもって学習に取り組もうとしている。

4a：歴史的経緯を踏まえて、現代的な諸課題を理解している。b：現代的な諸課題の形

成と展望について、原因と結果、日本と外国の比較など多面的・多角的に考察し、問い

を表現している。c：より良い社会の実現を視野に歴史的な見方・考え方をいかそうと

している。

1. 近代化への問い

2. 結びつく世界と日

本の開国

3. 国民国家と明治維

新

　

4. 近代化と現代的な

諸課題

1a：諸資料を活用して、情報を読みとったりまとめたりする技能を習得し、人々の生活
や社会のあり方が近代化にともない変化したことについて理解している。b：近代化に
ともなう生活や社会の変容について考察し、自分自身の問いを表現している。

2a：18世紀のアジアの経済と社会、産業革命後の工業化と中国・日本の開国後の世界市
場の形成について理解している。b：諸資料の読み取りを通して、18世紀のアジア諸国
の経済活動やアジア地域間の関係やアジアと欧米諸国間の関係について考察し、問いを

表現している。

3a：立憲体制と国民国家の形成、列強の帝国主義政策とアジア諸国の変容について理解
している。b：諸資料の読み取りを通して、明治維新や国民国家の特徴、社会の変容、
帝国主義の特徴、列強間の関係の変容について考察し、問いを表現している。

4a：現代的な諸課題の形成に関わる近代化の歴史を理解している。b：近代化と現代的
な諸課題について考察し、問いを表現している。

1-4c：個人で、次に周囲と協働しながら、授業中のさまざまな「問い」の解決に向けて
努力している。

1.  国際秩序の変化

や大衆化への問い

2. 総力戦と社会運動

　

　

3. 経済危機と第二次

世界大戦

　

4. 国際秩序の変化や

大衆化と現代的な諸

課題

D

 

グ

ロ
!

バ

ル

化

と

私

た

ち

C

 

国

際

秩

序

の

変

化

や

大

衆

化

と

私

た

ち
1. グローバル化への

問い

2. 冷戦と世界経済

3. 世界経済の変容と

日本

　

4. 現代的な諸課題の

形成と展望

B

 

近

代

化

と

私

た

ち



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価します。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

地歴公民

日本史探究『詳説日本史』（山川出版社）

単位数

(1) 日本の歴史や文化を、世界との関わりのなかで理解し、異文化や多様な歴史認識への理解
　を深め、それらを尊重する態度を身につける。
(2) さまざまな資料からその内容を合理的かつ批判的に読み取る作業を行い、歴史的思考力を
　培う。また、歴史的事象を多面的かつ多角的に考察し、複数の解釈が成立することに気づ
　き、解釈の根拠や論理を説明することができる。
(3) 各々の時代の特色を理解し、各時代の比較と検討を通じて、当時の政治や社会、文化の転
　換について考察することができる。
　時代の転換を理解し、各時代の画期を表現することができる。
(4) 歴史上の諸事象を、因果関係や相互関係といった観点から考察し表現することができる。
   また、他の事象との因果関係や時間の推移と変化を論理的に考察し、その意義や意味を解
　　釈する。

科目 日本史探究

日本の歴史の展開に関わる事象
の意味や意義、伝統と文化の特
色などを、時期や年代、推移、
比較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念な
どを活用して多面的・多角的に
考察したり、歴史にみられる課
題を把握し解決を視野に入れて
構想したり、考察、構想したこ
とを効果的に説明したり、それ
らをもとに議論する力を養う。

日本の歴史の展開に関わる諸
事象について、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的
に探究しようとする態度を養
うとともに、多面的・多角的
な考察や深い理解を通して涵
養される日本国民としての自
覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重
することの大切さについての
自覚などを深める。

定期考査・小テスト
発問評価・レポート提出

提出課題の内容
主体的な学習への取り組み
自主的な成果物

『図説 日本史通覧』（帝国書院）
『日本史の整理と演習2026』（とうほう）

日本の歴史の展開に関わる諸事
象について、地理的条件や世界
の当時の情勢と関連づけながら
総合的に理解しているととも
に、さまざまな資料から各時代
の状況を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身につけるよう
にする。

2単位 年次 2年教科

使用教科書

副教材等

定期考査・小テスト
提出課題・発問評価

　講義形式による授業が中心となるが、文献や参考映像、その歴史を取り上げたエピソードを
交えた授業を行い、日本の歴史について、関心と興味を持ってもらえるようにする。各種資料
の読み解きや論述を含む問題演習を通して、歴史的思考力を培うよう努める。

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

内容（項目），教材，目標

前
期
中
間

原
始
・
古
代

前
期
期
末

古
代

後
期
中
間

中
世

第1章 日本文化のあけぼの

第2章 古墳とヤマト政権

第3章 律令国家の形成

第4章 貴族政治の展開

第5章 院政と武士の躍進

第6章 武家政権の成立

a:隋や唐などの王朝との関係と政治や文化への影
響に着目し、東アジア情勢の変容と政治の関係、
律令体制の成立過程を理解している。
b:国際関係の変化や遣唐使の廃止などを踏まえ、
浄土教の出現による信仰の変容、かな文学の成立
による国文学の発達などに着目して、貴族の生
活・文化の特色を考察し表現している。
c:東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察す
ることを通して、文化のつながりを主体的に追究
しようとしている。

中
世
・
近
世

a:さまざまな資料からの情報を適切かつ効果的に
調べてまとめ、古代から中世の国家および社会の
変容を理解している。
b:武家政権の権力基盤となる武士の土地所有につ
いて考察し、歴史における土地の支配や所有がも
つ意味について多面的かつ多角的に考察し、表現
している。
c:古代との比較を通して、中世では同じ時期に政
治的な力をもつ勢力が複数存在していたことな
ど、中世の特色を探究しようとしている。

主な評価規準

後
期
期
末

期 単元

第7章 武家社会の成長

a:鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と日明貿易の
展開と琉球王国の成立などについて、さまざまな
文献資料から情報を収集して理解している。
b:南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経済
の基盤をめぐる対立や、東アジアの国際情勢の変
化とその影響について、多面的かつ多角的に考察
し、表現している。
c:15～16世紀にかけて争乱が多発した理由など、
戦国時代を中心とする歴史の展開に関わる課題を
主体的に追究しようとしている。

a:日本列島における原始・古代の各文化の成立と
その変容を、自然環境の変化や大陸との影響に着
目して理解している。
b:考古学的な視点、文献から読み解く歴史書の内
容を通して、特原始・古代の特色について、多面
的・多角的に考察する。
c:中国大陸と朝鮮半島との関係などにも着目し、
小国の形成について考察することを通じ、古墳文
化の展開とのつながりを見出そうとしている。



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価します。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

地歴・公民

日本史探究『詳説日本史』（山川出版社）

単位数

(1)日本の歴史や文化を、世界との関わりのなかで理解し、異文化や多様な歴史認識への理解
　を深め、それらを尊重する態度を身につける。
(2)様々な資料からその内容を合理的・批判的に読み取る作業により、歴史的思考力を培う。
　歴史的事象を多面的・多角的に考察し、複数の解釈が成立することに気づき、解釈の根拠や
　論理を説明することができる。
(3)各時代の特色を理解し、時代の比較のなかで時代の転換について考察することができる。
　時代の転換を理解し、各時代の画期を表現することができる。
(4) 歴史上の諸事象を、因果関係や影響力、相互関係といった観点から考察し表現することが
　できる。他の事象との因果関係や、時間の推移に伴う変化などを論理的に考察し、その意義
　や意味を解釈する。

科目 日本史探究

日本の歴史の展開に関わる事象
の意味や意義、伝統と文化の特
色などを、時期や年代、推移、
比較、相互の関連や現在とのつ
ながりなどに着目して、概念な
どを活用して多面的・多角的に
考察したり、歴史にみられる課
題を把握し解決を視野に入れて
構想したり、考察、構想したこ
とを効果的に説明したり、それ
らをもとに議論する力を養う。

日本の歴史の展開に関わる
諸事象について、よりよい
社会の実現を視野に課題を
主体的に探究しようとする
態度を養うとともに、多面
的・多角的な考察や深い理
解を通して涵養される日本
国民としての自覚、我が国
の歴史に対する愛情、他国
や他国の文化を尊重するこ
との大切さについての自覚
などを深める。

定期考査・小テスト
発問評価・レポート提出

提出課題の内容
主体的な学習への取り組み
自主的な成果物

『図説 日本史通覧』（帝国書院）
『新日本史要点ノート 応用編』（啓隆社）

日本の歴史の展開に関わる諸事
象について、地理的条件や世界
の当時の情勢と関連づけながら
総合的に理解しているととも
に、さまざまな資料から各時代
の状況を適切かつ効果的に調べ
まとめる技能を身につけるよう
にする。

3単位 年次 3年教科

使用教科書

副教材等

定期考査・小テスト
提出課題・発問評価

　講義形式による授業が中心となるが、文献や参考映像、その歴史を取り上げたエピソードを
交えた授業を行い、日本の歴史について、関心と興味を持ってもらえるようにする。各種資料
の読み解きや論述を含む問題演習を通して、歴史的思考力を培うよう努める。

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

内容（項目），教材，目標

前
期
中
間

中
世
・
近
世

前
期
期
末

近
代

後
期
中
間

近
代
・
現
代

第7章 武家社会の成長
第8章 近世の幕開け
第9章 幕藩体制の成立と展開
第10章 幕藩体制の動揺

第11章 近世から近代へ
第12章 近代国家の成立
第13章 近代国家の展開
第14章 近代の産業と生活

第15章 恐慌と第二次世界大戦
第16章 占領下の日本
第17章 高度成長の時代

ａ：中央集権化の諸政策と、欧米・アジア諸地域との
　国際関係などについて、諸資料から情報を読み取
　って理解している。
b:都市の発達、鉄道・駅の設置やその影響、工場の
　増加や生活の変化など、地域社会の変容について
  多面的・多角的に考察し、表現している。
c:対外的な戦争が日本の近代化の過程の中でもった
  意味を考察し、主体的に追究しようとしている。

現
代

ａ：諸資料から情報を読み取り、国際関係について理
　解している。
b:当時の社会が抱えた矛盾と対外政策、国内での諸
　事象を相互に関連づけて多面的・多角的に考察し、
　表現している。
c:現代の日本との関係性を踏まえながら、占領期にお
　ける諸改革が生み出した成果と課題について、主体
　的に追究しようとしている。

主な評価規準

後
期
期
末

期 単元

第18章 激動する世界と日本

ａ：冷戦終結後の国際関係、55年体制が崩壊した政
　治状況、バブル経済から平成不況へと進んだ経済
　状況などについて理解している。
b:国連平和維持活動への対応や経済不況に対する
　国内改革など、冷戦終結後の日本が抱える課題に
　ついて多面的・多角的に考察し、その結果を表現し
　ている。
c:第二次世界大戦後の日本の国際社会における
　様々な取り組みについて、課題を主体的に追究しよ
　うとしている。

ａ：経済の進展や各地の都市や村の発達、東アジアと
  の交流などに着目して、多様な文化の形成や融合
  について理解している。
b:中世から近世にかけての統治政策や藩財政の推移
  と文化との関係について、多面的かつ多角的に考
　察し、表現している。
c:時代の転換に着目して、中世から近世の国家・社
　会の変容を多面的・多角的に考察し、時代を通観す
　る問いを表現しようとしている。



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

2単位 年次 2年世界史探究

新世界史（山川出版社）

地理歴史 科目 単位数

使用教科書

教科

副教材等

ペーパーテストの知識・技能

問題をもとに評価を行う。

・現代社会における諸問題との関連付けを意識して学習を行う。

・歴史的事実を時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり、事象同士の因果関

係や同根性などを関連付けた学習活動を行う。

・資料を活用し考察する学習活動を行う。

・「問い」を中心に構成した授業を展開する。

・資料を活用し考察する学習活動を行う。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い

視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な

形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することをめざす。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

新世界史研究ノート（啓隆社出版）

最新世界史図説タペストリー（帝国書院）

観

点

の

趣

旨

評

価

方

法

世界の歴史の大きな枠組みと

展開に関わる諸事象について、

地理的条件や日本の歴史と関

連付けながら理解しているととも

に、諸資料から世界の歴史に関

する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと

展開に関わる事象の意味や意

義、特色などを、時期や年代、

推移、比較、相互の関連や現代

世界とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史

に見られる課題を把握し解決を

視野に入れて構想したりする力

や、考察、構想したことを効果

的に説明したり、それらを基に

議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる諸事象につ

いて、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に探究

しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察

や深い理解を通して涵養さ

れる日本国民としての自覚、

我が国の歴史に対する愛

情、他国や他国の文化を尊

重することの大切さについて

の自覚などを深める。

ペーパーテストの思考・判

断・表現問題やパフォーマン

ス課題の内容などから総合的

に評価する。

ノートやレポート等における

記述，授業中の発言，教師

による行動観察や生徒によ

る自己評価や相互評価等の

状況を評価する。



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

後

期

期

末

地

球

世

界

の

課

題

内容（項目），教材，目標

前

期

中

間

諸

地

域

の

歴

史

的

特

質

の

形

成

前

期

期

末

諸

地

域

の

交

流

と

再

編

後

期

中

間

諸

地

域

の

結

合

と

変

容

1.古代文明

2.東アジアと中央ユーラシア

3.南アジアと東南アジア

4.西アジアと地中海周辺

5.西アジア・地中海周辺の変動とヨーロッ

パの形成

6.イスラーム圏の拡大とヨーロッパ社会の

変容

7.中央ユーラシアと諸地域の交流・再編

8.大交易時代

9.アジア諸地域の帝国

10.近世ヨーロッパの形成と展開

11.主権国家体制の成立

期 単元

7b:①封建社会が解体に向かった背景を多面的・多

角的に考察し表現している。

8ａ：10世紀前半に東アジアで政権の交替があいつい

だ背景及びモンゴル帝国が成立した背景を多面的・

多角的に理解している。

9c:ヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸の変容につい

て、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた

いことなどを見出して、見通しを持って学習に取り組

もうとしている。

10a:アジア諸帝国の基礎が築かれた経緯を理解す

る。

11a:主権国家および主権国家体制の成立について、

それまでのヨーロッパの状況と比較したうえで理解し

ている。

主な評価規準

1a:自然環境の変化と農耕・牧畜の開始との関係につ

いて考察し、諸文明誕生の基礎について理解してい

る。

2b:統一国家の出現が社会や文化に与えた影響を、

多面的・多角的に考察し表現している。

3b:東南アジアと南アジア・中国との関係を多面的・多

角的に考察し表現している。

4a:民主政発達の経緯および現代の民主主義との相

違点について理解している。

5c:イスラーム教の成立と拡大及びヨーロッパ世界の

形成について、自分が抱いた興味・関心や疑問、追

究してみたいことなどを見出して、見通しを持って学

習に取り組もうとしている。

6ａ：イスラーム化が中央アジアにもたらした変化及び

トルコ人の進出が西アジアにもたらした変化について

理解している。



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

3単位 年次 3年世界史探究

世界史探究（実教出版）

地理歴史 科目 単位数

使用教科書

教科

副教材等

ペーパーテストの知識・技能

問題をもとに評価を行う。

・現代社会における諸問題との関連付けを意識して学習を行う。

・歴史的事実を時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり、事象同士の因果関

係や同根性などを関連付けた学習活動を行う。

・資料を活用し考察する学習活動を行う。

・「問い」を中心に構成した授業を展開する。

・資料を活用し考察する学習活動を行う。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決したりする活動を通して、広い

視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な

形成者に必要な公民としての資質・能力を育成することをめざす。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

新世界史研究ノート（啓隆社出版）

最新世界史図説タペストリー（帝国書院）

観

点

の

趣

旨

評

価

方

法

世界の歴史の大きな枠組みと

展開に関わる諸事象について、

地理的条件や日本の歴史と関

連付けながら理解しているととも

に、諸資料から世界の歴史に関

する様々な情報を適切かつ効

果的に調べまとめる技能を身に

付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと

展開に関わる事象の意味や意

義、特色などを、時期や年代、

推移、比較、相互の関連や現代

世界とのつながりなどに着目し

て、概念などを活用して多面

的・多角的に考察したり、歴史

に見られる課題を把握し解決を

視野に入れて構想したりする力

や、考察、構想したことを効果

的に説明したり、それらを基に

議論したりする力を養う。

世界の歴史の大きな枠組み

と展開に関わる諸事象につ

いて、よりよい社会の実現を

視野に課題を主体的に探究

しようとする態度を養うととも

に、多面的・多角的な考察

や深い理解を通して涵養さ

れる日本国民としての自覚、

我が国の歴史に対する愛

情、他国や他国の文化を尊

重することの大切さについて

の自覚などを深める。

ペーパーテストの思考・判

断・表現問題やパフォーマン

ス課題の内容などから総合的

に評価する。

ノートやレポート等における

記述，授業中の発言，教師

による行動観察や生徒によ

る自己評価や相互評価等の

状況を評価する。



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

後

期

期

末

地

球

世

界

の

課

題

内容（項目），教材，目標

前

期

中

間

諸

地

域

の

歴

史

的

特

質

の

形

成

前

期

期

末

諸

地

域

の

交

流

と

再

編

後

期

中

間

諸

地

域

の

結

合

と

変

容

1.産業革命と環大西洋革命

2.イギリスの優位と欧米国民国家の形成

3.アジア諸地域の動揺

4.帝国主義とアジアの民族運動

 

5.第一次世界大戦と世界の変容

6.第二次世界大戦と新しい国際秩序の形

成

7.冷戦と第三世界の台頭

8.冷戦の終結と今日の世界

期 単元

6a:第二次世界大戦の対立の構図と勃発から終戦ま

での経緯を理解する。

7a:冷戦がどのように進展したのかを、各国の社会に

与えた影響や核開発の動きなどとあわせて理解して

いる。

8c:今日の世界が抱えている課題について、自分が

抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことなどを

見出して、見通しを持って学習に取り組もうとしてい

る。

主な評価規準

1b:産業資本主義体制の確立とその影響、アメリカ独

立革命とフランス革命が近代民主政治に与えた影響

を考察している。

2ａ：19世紀後半のヨーロッパ情勢がどのように推移し

たのかを、時代的な背景や各国の共通点・相違点も

ふまえて理解している。

3a:ヨーロッパ各国の東インド会社が南アジアでおこ

なった活動の状況を理解する。

4b：列強の植民地・勢力圏を示した地図や帝国主義

を風刺した図像資料をもとに、列強による世界分割が

各地に与えた影響を多面的・多角的に考察し表現し

ている。

5c:第一次世界大戦後に形成された国際秩序の内容

やその特徴、その後の国際関係の変化について、自

分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいことな

どを見出して、見通しを持って学習に取り組もうとして

いる。



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

2 年次 2公共

「高等学校　公共」(教育図書)

地歴・公民 科目 単位数

国家及び社会の形成者として必
要な選択・判断の基準となる考え
方や政治・経済に関する概念や
理論などを活用して，社会に見ら
れる複雑な課題を把握し，説明す
るとともに，身に付けた判断基準を
根拠に構想する力や，構想したこ
との妥当性や効果，実現可能性な
どを指標にして議論し公正に判断
している。

よりよい社会の実現を視野に，
国家及び社会の担い手とし
て，現代の諸課題を主体的に
解決しようとしている。

定期考査およびレポートの記述内
容等から評価を行う。

レポート等の記述、授業への
取り組み姿勢より、総合的に評
価を行う。

使用教科書

教科

副教材等

定期考査およびレポートの記述内
容等から評価を行う。

・現代の諸課題をテーマに、「問い」を中心に構成した授業。
・現代の諸課題の解決に向けて、多様な概念を関連づけて考え、人間と社会の在り方についての見方や
考え方を学ぶことができる授業。

　学習を通じて、現代社会の諸課題についての基本的な知識を身につけるとともに、課題解決のために主体
的に考え判断する能力を身につけることをめざす。社会課題に対する見方、考え方はさまざまあり、多面的で
あることを重視し、生徒が自分で考え対話を通じて、合意形成をめざし、公共的存在としての能力を養うことに
特に重点を置く。
(1)社会の在り方に関わる現代社会の諸課題の解決に向けて,探究するための手掛かりとなる概念や理論など
について理解するとともに，諸資料から，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。
(2)国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論な
どを活用して，社会に見られる複雑な課題を把握し，説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に構想
する力や，構想したことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して，合意形成や
社会参画に向かう力を養う。
(3)よりよい社会の実現のために社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角
的な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図るこ
とや，我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に，より積極的な役割を果たそうとする自覚などを
深める。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

「最新公共資料集２０２６」（第一学習者）

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

社会の在り方に関わる社会の諸
課題の解決に向けて探究するた
めの手掛かりとなる概念や理論な
どについて理解するとともに，諸資
料から，社会の在り方に関わる情
報を適切かつ効果的に調べまと
めている。



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

後
期
期
末

内容（項目），教材，目標

前
期
中
間

前
期
期
末

後
期
中
間

第１章
1．公共と人
2．公共と倫理
3．公共の基本原理
第２章（法）
1．法と社会
2．多様な契約・消費者の権利と責任
3．日本の司法制度・司法参加

第2章（政治）
1．選挙・政治参加・世論
2．国会と内閣・地方自治
3．国家主権・領土問題
4．安全保障と防衛・世界情勢
　  国際連合・国際社会

第2章（経済）
1．職業選択・企業
2．雇用と労働・労働者の権利
3．市場経済・経済成長・景気変動
4．金融・日本銀行
5．少子化・社会保障制度
６．財政・租税
７．貿易と為替・経済連合
　　格差是正・多文化主義

第３章（持続可能な社会へ）
１．外国人労働者
２．国際協働
３．地域の課題
４．制とかの公共的役割

第
２
章
　
現
代
社
会
の
諸
課
題
　
法
・
経
済

第
１
章
　
公
共
の
扉

第
３
章
　
持
続
可
能
な
社
会
へ

第
２
章
　
現
代
社
会
の
諸
課
題
　
法
・
経
済

a：選択・ 判断の手がかりとして功利主義， 義務論など
の考え方について理解する。
b:地域社会などのさまざまな集団の一員として生き,他
者との協働により当事者として国家・ 社会などの公共
的空間を作る存在であることについて多面的・ 多角的
に考察し ,表現すること。
c:よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに,公共的空間に生
きる人間としてのあり方生き方について自覚を深めてい
る。

a:法,政治などに関わる必要な知識,技能を身につけ
る。
b:法,政治を関連させ,自立した主体として解決が求めら
れる具体的な課題を設定し ,その解決に向けて協働し
て考察したり構想したりしたことを論拠をもって表現す
る。
c:よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに, 公共的空間に生
きる人間とし てのあり方生き方について自覚を深めて
いる。

a:経済などに関わる必要な知識,技能を身につける。
b:経済を関連させ,自立した主体として解決が求められ
る具体的な課題を設定し ,その解決に向けて協働して
考察したり構想したりしたことを論拠をもって表現する。
c:よりよい社会の実現を視野に現代の諸課題を主体的
に解決しようとする態度を養うとともに, 公共的空間に生
きる人間とし てのあり方生き方について自覚を深めて
いる。

ａb:社会的な見方・考え方を総合的に働かせ，他者と協
働して持続可能な社会の形成が求められる社会の諸
課題を探究する活動を通して，取り上げた課題の解決
に向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角的に
考察，構想し，よりよい社会のあり方についての自分の
考えを説明，論述している。
c:取り上げた課題について，よりよい社会の実現を視野
に，現代社会の諸課題を主体的に解決し，合意形成
や社会参画に向かおうとしている。

主な評価規準期 単元



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

2 年次 3倫理

「倫理」(第一学習社)

地歴・公民 科目 単位数

自立した人間として他者と共により
よく生きる自己の生き方について
より深く思索する力や，現代の倫
理的諸課題を解決するために倫
理に関する概念や理論などを活
用して，論理的に思考し，思索を
深め，説明したり対話したりしてい
る。

人間としての在り方生き方に関
わる事象や課題に関連して，
学習上の課題を意欲的に追究
しようとしたり，他者と共によりよ
く生きる自己の形成に向けて，
多面的・多角的に考察しようと
したりしている。

定期考査およびレポートの記述内
容等から評価を行う。

レポート等の記述、授業への
取り組み姿勢より、総合的に評
価を行う。

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

古今東西の幅広い知的蓄積を通
して，現代の諸課題を捉え，より深
く思索するための手掛かりとなる
概念や理論について理解するとと
もに，諸資料から，人間としての在
り方生き方に関わる情報を調べま
とめる技能を身に付けている。

使用教科書

教科

副教材等

定期考査およびレポートの記述内
容等から評価を行う。

・哲学的な基本的な教養を深めつつ、世界的、時代を超えた物事への考えへの理解を深める。
・授業およびさまざまな資料を通じて、現代の倫理的諸課題を解決するために倫理に関する概念や理論を身
に付ける。
・国際社会を生きる自らが、他者と共によりよく生きるために、いかに自己を形成すべきかという態度を養う。

人間としての在り方生き方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想
したりする活動を通して，広い視野に立ち，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念に基づいて，グローバ
ル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
・古今東西の幅広い知的蓄積を通して，現代の諸課題を捉え，より深く思索するための手掛かりとなる概念や
理論について理解するとともに，諸資料から，人間としての在り方生き方に関わる情報を調べまとめる技能を
身に付けるようにする。
・自立した人間として他者と共によりよく生きる自己の生き方についてより深く思索する力や，現代の倫理的諸
課題を解決するために倫理に関する概念や理論などを活用して，論理的に思考し，思索を深め，説明したり
対話したりする力を養う。
・人間としての在り方生き方に関わる事象や課題について主体的に追究したり，他者と共によりよく生きる自
己を形成しようとしたりする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察やより深い思索を通して涵養される，現
代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚を深める。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

「アプローチ倫理資料PLUS」(とうほう出版)
「完全MASTER 倫理＋公共 問題集 大学入学共通テスト 新訂版」(清水書院)
「倫理用語集」(山川出版社)



※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

後
期
期
末

内容（項目），教材，目標

前
期
中
間

前
期
期
末

後
期
中
間

1.人間の心と自己形成

2.人間の存在や価値と宗教

3.人間のあり方と社会

4.現代の人間と社会をとらえる思想

5.国際社会に生きる日本人としての自覚

1.自然や科学技術にかかわる諸課題と倫理

2.社会と文化にかかわる諸課題と倫理

5a:日本人の人間観，自然観，宗教観などと，古来の日
本人の心情と考え方との関係を理解する。

5b:日本人のものの見方・考え方の中で，西洋思想の
受容によって形成されたと考えられるものについて資
料を収集し，国際社会に生きる日本人としての生き方・
考え方を考察している。

1c:科学技術をめぐって問題となっている事例を収集
し，主体的に解決しようとしている。

2b:平和について，人類全体の福祉の向上といった視
点からも考察，構想している。

2c:文化や宗教をめぐって問題となっている事例を収集
し，主体的に解決しようとしている。

1ａ：青年期の課題を踏まえ，人格，感情，認知，発達に
ついての心理学の考え方をもとに，様々な人間の心の
あり方を理解する。

2b:さまざまな宗教思想をもとに，様々な人間の見方や
人生の捉え方を説く代表的な先哲の思想について，自
己との関わりにおいて思索している。

2c:さまざまな宗教の問いかけについて，自己の課題と
結びつけて主体的に考えている。

34a:人間の尊厳に関する思想について，代表的な先
哲の思想を通して理解する。

34b:先哲の思想からよく生きるとはどういうことかを理解
し，自分自身の生き方につなげて思索している。

34c:略伝や原典資料を活用して，思想家の人生をたど
りながら思想内容を主体的に学んでいる。

主な評価規準
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期 単元



１　授業及び学習の方法等

２　学習の到達目標

３　学習評価（評価規準と評価方法）

※ 上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に5段階の評定にまとめます。

※ 学習内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。

国家及び社会の形成者として必
要な選択・判断の基準となる考え
方や政治・経済に関する概念や
理論などを活用して，現実社会に
見られる複雑な課題を把握し，説
明するとともに，身に付けた判断
基準を根拠に構想する力や，構
想したことの妥当性や効果，実現
可能性などを指標にして議論し公
正に判断している。

よりよい社会の実現を視野に，
国家及び社会の担い手とし
て，現代の諸課題を主体的に
解決しようとしている。

定期考査およびレポートの記述内
容等から評価を行う。

レポート等の記述、授業への
取り組み姿勢より、総合的に評
価を行う。

使用教科書

教科

副教材等

定期考査およびレポートの記述内
容等から評価を行う。

・現代の諸課題をテーマに、「問い」を中心に構成する。
・現代の諸課題の解決に向けて、多様な概念を関連づけて考え、人間と社会の在り方についての見方や考
え方を学ぶことができるようにする。

生徒に対し，社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を追究したり解決に向けて構想
したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国
家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を，次のとおり育成することを目指す。
(1)社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決に向けて探究するための手掛かりとなる概念や理論など
について理解するとともに，諸資料から，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身に付けるようにする。
(2)国家及び社会の形成者として必要な選択・判断の基準となる考え方や政治・経済に関する概念や理論な
どを活用して，現実社会に見られる複雑な課題を把握し，説明するとともに，身に付けた判断基準を根拠に
構想する力や，構想したことの妥当性や効果，実現可能性などを指標にして議論し公正に判断して，合意形
成や社会参画に向かう力を養う。
(3)よりよい社会の実現のために現実社会の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される，国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を
図ることや，我が国及び国際社会において国家及び社会の形成に，より積極的な役割を果たそうとする自覚
などを深める。

観点 ａ：知識・技能 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に取り組む態度

「政治・経済資料2026」(とうほう出版)
「完全MASTER 政経＋公共 問題集 大学入学共通テスト 新訂版」(清水書院)
「政治・経済用語集」(山川出版社)

観
点
の
趣
旨

評
価
方
法

社会の在り方に関わる現実社会
の諸課題の解決に向けて探究す
るための手掛かりとなる概念や理
論などについて理解するとともに，
諸資料から，社会の在り方に関わ
る情報を適切かつ効果的に調べ
まとめている。

2 年次 3政治・経済

「高等学校　政治・経済」(第一学習社)

地歴・公民 科目 単位数



４　学習活動

※ 表中の観点について ａ：知識・技能，　ｂ：思考・判断・表現，　ｃ：主体的に取り組む態度　である。

主な評価規準期 単元

後
期
期
末

内容（項目），教材，目標

前
期
中
間

前
期
期
末

後
期
中
間

1.日本国憲法と現代の政治のあり方

2.望ましい政治のあり方と主権者としての政
治参加のあり方

3.市場経済の機能と限界

4.持続可能な財政および租税のあり方

5.金融を通した経済活動の活性化

6.経済活動と福祉の向上

7.現代日本の諸課題の探究

8.国際法の果たす役割

9.国際平和と人類の福祉に寄与する日本の
役割

10.相互依存関係が深まる国際経済の特質

11.国際経済において求められる日本の役割

12.国際社会の諸課題の探究活動

ａ：政治や政治権力の意味とその役割について，理解
している。

b:日本国憲法と現代政治のあり方との関連について，
多面的・多角的に考察し，表現している。

c:｢日本国憲法と現代政治のあり方｣について，よりよい
社会の実現を視野に，現代社会の諸課題を主体的に
解決しようとしている。

ａ：経済の役割と，市場経済における人々の選択につ
いて，理解している。

b:市場の機能と福祉のあり方について，多面的・多角
的に考察，構想し，表現している。

c:現代の日本の諸課題について，よりよい社会の実現
を視野に，現代社会の諸課題を主体的に解決しようと
している。

ａ：21世紀以降の国際社会の動向について，理解して
いる。

b:国際社会において日本がこれから果たすべき役割に
ついて，多面的・多角的に考察，構想し，表現してい
る。

c:よりよい社会の実現を視野に，現代社会の諸課題を
主体的に解決しようとしている。

ａb:社会的な見方・考え方を総合的に働かせ，他者と協
働して持続可能な社会の形成が求められる国際社会
の諸課題を探求する活動を通して，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連させて多面的・多角
的に考察，構想し，よりよい社会のあり方についての自
分の考えを説明，論述している。

c:取り上げた課題について，よりよい社会の実現を視野
に，現代社会の諸課題を主体的に解決し，合意形成
や社会参画に向かおうとしている。
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